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（1）　第 69 号 屋代高校同窓会報　「鳩」

　

平
成
30
年
３
月
18
日（
日
）、

同
窓
会
館
「
鳩
陵
会
館
」
の

落
成
を
祝
う
式
典
が
、
３
年

前
に
完
成
し
て
い
た
多
目
的
運

動
広
場
の
完
成
と
併
せ
て
挙

行
さ
れ
た
。

　

式
典
は
、
宮
坂
裕
子
さ
ん

（
高
39
回
・
バ
イ
オ
リ
ン
）と
柳

澤
和
恵
さ
ん（
高
39
回
・
ピ
ア

ノ
）の
伴
奏
に
よ
り
、
参
加

者
90
余
名
に
よ
る
校
歌
の
斉

唱
で
開
式
さ
れ
、
赤
地
憲
一会

長
は
、
地
権
者
の
神
尾
房
子

様
の
格
別
な
ご
理
解
、
支
部

長
・
理
事
は
じ
め
役
員
の
協

力
、
及
び
技
術
の
粋
を
駆
使

し
て
建
設
い
た
だ
い
た（
株
）春

原
木
材
様
、
長
坂
建
設（
株
）

様
に
深
甚
な
謝
意
を
述
べ
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た

母
校
・
森
山
弘
之
校
長
は
、

「
生
徒
の
勉
学
や
研
修
の
場
と

し
て
も
教
育
活
動
の
充
実
発

展
に
繋
が
る
。」と
期
待
さ
れ
、

名
誉
会
員
の
瀬
在
幸
安
氏（
高

１
回
）
は
「
教
育
は一
国
の
盛

衰
を
左
右
す
る
。会
館
建
設
は

教
育
の
蘊
奥
を
究
め
る一
歩
」、

鳩 陵 会 館 並 び に 多 目 的 運 動 広 場
落 成 式 典 を 挙 行

定
期
総
会
記
念
講
座（
講
演
）

　

定
期
総
会
の
後
、
名
誉
会
員

瀬
在
幸
安
氏
（
高
１
回
）
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
〔
写

真
〕。演
題
は「
魂
の
ふ
る
さ
と

屋
代
―
一心
臓
外
科
医
の
思
い
と

歩
み
」。長
谷
川
五
作
先
生
と
の

出
会
い
に
始
ま
る
高
校
時
代
の

思
い
出
か
ら
研
鑽
を
積
ま
れ
た

留
学
時
代
、
日
本
初
の
心
臓
移

植
、
そ
し
て
瑞
宝
大
綬
章
ま

で
、
第
一線
で
日
本
や
世
界
の
心

臓
外
科
の
世
界
を
牽
引
し
て
こ

ら
れ
た
氏
の
業
績
が
熱
意
の
籠
っ

た
言
葉
で
語
ら
れ
た
。

　

こ
の
講
演
会
に
は
長
谷
川
五

作
先
生
の
孫
に
当
た
る
長
谷
川

徹
氏（
高
38
回
、
長
野
市
松
代

在
住
）も
出
席
さ
れ
、瀬
在
氏
と

「
メ
ン
デ
ル
の
法
則
」に
ま
つ
わ
る

秘
話
も
披
瀝
さ
れ
た
。
な
お
、

長
谷
川
家
に
残
さ
れ
て
い
る
五

作
先
生
の
遺
品
の一部
が
同
窓
会

に
寄
贈
さ
れ
、
展
示
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
た
。（
第
４
面
参
照
）

支
部
長
歴
任
者
へ
感
謝
状

　

総
会
席
上
、
二
十
九
年
度
で

退
任
さ
れ
た
各
支
部
長
に
、
同

窓
会
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

（
額
縁
）
が
贈
ら
れ
た
。
長
年

に
亘
り
支
部
を
ま
と
め
ら
れ
、

組
織
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
各

位
に
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

支　
部　
お
名
前�

（
卒
業
回
期
）

上　
田　
岡
沢
今
朝
仁�

（
高
６
回
）

埴　
生　
柳
澤　
　
純�

（
高
13
回
）

杭
瀬
下

・
新
田

池
田　
　
均�

（
高
14
回
）

倉　
科　
原　
　
勝
栄�

（
高
15
回
）

稲
荷
山　
山
﨑　
敏
夫�

（
高
９
回
）

寺　
尾　
和
田　
正
二�

（
高
12
回
）

川
中
島　
飯
田　
洋
一�

（
高
13
回
）

　
落
成
記
念
講
座
始
ま
る

　

落
成
式
典
に
続
い
て
、
会
館

の
建
設
理
念
で
あ
る
「
地
域
に

開
か
れ
た
諸
事
業
に
よ
り
以
て

母
校
の
一
層
の
発
展
に
寄
与
す

る
」
に
基
づ
き
、
第
１
回
の
記

念
講
座
が
開
講
さ
れ
た
。

　

宮
崎
和
順
名
誉
会
長
は
「
代

数
学
の
初
歩
―
神
秘
律
の
証

明
」
と
題
し
て
専
門
性
の
高
い

講
話
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
折
し

も
平
成
24
年
度
県
下
で
初
め
て

と
な
る
「
公
立
中
高
一
貫
」
校

に
入
学
し
た
生
徒
が
卒
業
し
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
卒
業
生
の
塚

田
龍
虎
君
（
東
京
大
学
文
科
一

類
進
学
予
定
）、
普
通
科
卒
業

の
竹
内
恒
旗
君
（
群
馬
大
医
学

部
２
年
）、
理
数
科
卒
業
の
中

村
毅
君
（
東
京
大
学
博
士
課
程

３
年
）
の
３
君
に
よ
り
「
屋
代

の
学
校
文
化
を
語
る
」
と
題
す

る
対
談
が
行
わ
れ
た
。

　
定
期
総
会

　

平
成
30
年
度
の
総
会
は
５
月

26
日（
土
）午
後
新
装
と
な
っ
た

同
窓
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
度
の
事
業（
特
に
同
窓
会

館
建
設
と
そ
れ
に
関
わ
る
募
金

活
動
）
報
告
、
決
算
報
告
等
が

行
わ
れ
、
続
い
て
今
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
等
が
承
認
さ
れ

た
。ま
た
、平
成
30
年
度
の
役
員

選
任
」
の
中
で
、
新
津
知
可
子

副
会
長
の
退
任
が
了
承
さ
れ
、

当
面
の
間
女
性
副
会
長
は
空
席

と
な
る
。
な
お
、
新
津
氏
は
事

務
局
の
仕
事
に
つい
て
は
引
き
続

い
て
担
当
す
る
。

平成29年度一般会計決算書
収入金額　11,286,062円　支出金額　 8,283,950円　差引残高　 3,002,112円　（次年度繰越金）

収入の部� （単位：円）
科　　　目 予算額 決算額 増△減 備　　　　考

1 繰 越 金 1,148,379 1,148,379 0 前年度より
2 入 会 金 1,680,000 1,680,000 0 6,000円×新入生280人
3 年 会 費 8,000,000 8,058,000 58,000 振込のべ1,379人、支部のべ2,879人
4 協 力 金 200,000 396,280 196,280 同期会ホームカミング寄付
5 雑 収 入 121 3,403 3,282 利息、コピー代、高校３学年から

合　　計 11,028,500 11,286,062 257,562

支出の部� （単位：円）
科　　　目 予算額 決算額 増△減 備　　　　考
事　業　費 5,710,000 5,533,463 △� 176,537

事
業
費

1 総 会 費 220,000 144,061 △� 75,939 会場費、各種御礼、懇親会費補助金
2 会 議 費 40,000 37,913 △� 2,087 月例役員会、学校・ＰＴＡ昼食会等
3 支部助成費 1,350,000 1,269,600 △� 80,400 会費還元、支部総会祝儀等
4 会報発行費 2,000,000 2,108,199 108,199 会報印刷代、郵送料等（H29.3.1送料含む）
5 入学・卒業記念代 350,000 214,400 △� 135,600 卒業生記念品代（入学記念品代は前・次年度で）
6 「鳩の会」助成費 1,500,000 1,300,000 △� 200,000 NPO「鳩の会」研修助成60万、会館維持70万
7 その他事業費 250,000 459,290 209,290 大会出場補助、ホームカミング祝儀、落成式、他

8 慶 弔 費 120,000 157,528 37,528 弔電・供花、餞別、卒・入学式生花など
9 旅 費 交 通 費 450,000 351,280 △� 98,720 支部総会、役員会等会議の旅費
事 務 局 費 2,820,000 1,944,804 △� 875,196

事
務
局
費

10 雑 給 1,900,000 1,326,465 △� 573,535 事務局関係謝礼、各種御礼、他
11 消 耗 品 費 200,000 26,222 △� 173,778 振替用紙、用紙類、事務用品
12 通 信 費 450,000 397,852 △� 52,148 電話・ネット料金、はがき、切手、等
13 電算処理費 40,000 25,142 △� 14,858 ソフト操作指導料
14 事務局管理費 230,000 169,123 △� 60,877 光熱費（旧事務局）、複合機リース代、他

15 手 数 料 200,000 159,562 △� 40,438 年会費取扱手数料、振込手数料
16 特別基金会計積立 1,000,000 0 △� 1,000,000（事務作業間に合わず）
17 雑 費 350,000 61,713 △� 288,287 接待茶葉、新聞広告、卒業アルバム等（移転費用H30）
18 予 備 費 378,500 75,600 △� 302,900 同窓会旗

合　　　計 11,028,500 8,283,950 △� 2,744,550

平成30年度一般会計予算書
収入金額　14,342,200円　支出金額　14,342,200円

収入の部� （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増△減 備　　　　考

1 繰 越 金 3,002,112 1,148,379 1,853,733 前年度より
2 入 会 金 2,800,000 1,680,000 1,120,000 10,000円×新入生280人
3 年 会 費 8,000,000 8,000,000 0 振込1,400人、支部2,600人
4 協 力 金 300,000 200,000 100,000 同期会ホームカミング寄付
5 校 友 会 費 240,000 0 240,000 3,000円×中学新入生80人
6 雑 収 入 88 121 △� 33 利息、会館予定地貸与料、コピー代

合　　計 14,342,200 11,028,500 3,313,700

支出の部� （単位：円）
科　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増△減 備　　　　考
事業費 8,945,000 5,710,000 3,235,000

事
業
費

1 総 会 費 200,000 220,000 △� 20,000 資料作成費、懇親会費補助金、講師謝礼等
2 会 議 費 45,000 40,000 5,000 月例役員会、会報編集会議等
3 支部助成費 1,350,000 1,350,000 0 会費還元、支部総会祝儀等
4 会報発行費 2,800,000 2,000,000 800,000 会報印刷代、郵送料等（68号送料約60万円含む）、69号増頁
5 入学・卒業記念代 250,000 350,000 △� 100,000 入学生、卒業生記念品代
6 「鳩の会」助成費 1,800,000 1,500,000 300,000 NPO「鳩の会」（研修・会館維持）助成
7 その他事業費 2,500,000 250,000 2,250,000 大会出場補助、ホームカミング祝儀、芳名簿・芳名板、他

8 慶 弔 費 180,000 120,000 60,000 香典、弔電、餞別
9 旅 費 交 通 費 420,000 450,000 △� 30,000 支部総会、役員会等会議の旅費

事務局費 2,320,000 2,820,000 △� 500,000

事
務
局
費

10 雑 給 1,600,000 1,900,000 △� 300,000 事務局関係謝礼、各種御礼、他
11 消 耗 品 費 100,000 200,000 △� 100,000 封筒、用紙類、事務用品
12 通 信 費 450,000 450,000 0 はがき、切手、電話・ネット料金等
13 電算処理費 30,000 40,000 △� 10,000 ソフト操作指導料
14 事務局管理費 140,000 230,000 △� 90,000 複合機リース代、他

15 手 数 料 200,000 200,000 0 年会費取扱手数料、振込手数料
16 特別基金会計積立 1,500,000 1,000,000 500,000 会館維持・100周年のため特別基金会計に繰出し
17 雑 費 380,000 350,000 30,000 移転（H29分）、新聞広告、接待茶葉他
18 予 備 費 397,200 378,500 18,700

合　　計 14,342,200 11,028,500 3,313,700

　

残
暑
の
厳
し
い
折
、
会
員

皆
様
に
は
、
ま
ず
は
ご
自
愛
の

ほ
ど
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
は
母
校
の
た

め
に
格
別
な
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
同
窓
会
館

「
鳩
陵
会
館
」
が
竣
工
成
り
、

３
年
前
に
完
成
し
て
い
た
多
目

的
運
動
広
場
と
併
せ
て
、
去

る
３
月
18
日
に
落
成
式
典
を

挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
地
権
者
で
あ
る
神
尾
房

子
様
の
長
き
に
わ
た
り
格
別

な
ご
理
解
と
、
宮
崎
和
順
名

誉
会
長
を
は
じ
め
、
２
５
，０
０

０
の
会
員
皆
様
、そ
し
て
、建
設

費
用
の
た
め
に
奔
走
い
た
だ
い

た
支
部
長
・
理
事
の
皆
様
を
は

じ
め
役
員
諸
氏
、
と
り
わ
け
、

終
始
誠
意
を
も
って
技
術
の
粋

を
駆
使
さ
れ
、
無
事
に
安
全

に
竣
工
い
た
だ
き
ま
し
た（
株
）

春
原
木
材
様
に
改
め
て
心
よ

り
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
上
は
、
そ
の
建
設
理
念

で
あ
る
「
同
窓
生
の
親
睦
の
場

と
し
て
、
ま
た
母
校
に
学
ぶ
生

徒
達
の
補
習
や
ク
ラ
ブ
活
動
の

場
と
し
て
、ま
た
、地
域
に
開
か

れ
た
諸
事
業
の
場
と
し
て
、
以

て
母
校
の一層
の
発
展
に
寄
与
す

る
」
に
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
こ
と
は
、
全
て
の
会

員
皆
様
と
と
も
に
、
大
き
な
喜

び
と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◆

　
「
教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川

五
作
先
生
」（
母
校
勤
務
：
大

正
12
年
・
１
９
２
３
年
～
昭
和

30
年
・
１
９
５
５
年
）
に
つ
い
て

書
か
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
は
名
誉
会
員
・
瀬
在
幸
安

博
士
（
高
校
１
回
・
第
10
代
日

大
総
長
・
心
臓
外
科
学
）
の
恩

師
に
対
す
る
篤
い
思
い
で
す
。
１

９
０
０
年
は
、
メ
ン
デ
ル
の
法
則

の
再
発
見
の
年
で
、瀬
在
先
生

会
館
並
び
に
多
目
的
運
動
広
場
の
落
成
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川
五
作
先
生（
そ
の
七
）「
お
孫
様
に
出
会
う
」

�

会　

長　

赤　

地　

憲　

一
（
高
17
回
）

は
、こ
の
年
に
す
で
に
長
谷
川
先

生
が
そ
の
論
文
を
読
ん
で
お
ら

れ
た
こ
と
に
、
か
ね
て
か
ら
驚
嘆

さ
れ
、「
何
に
よ
り
そ
れ
を
知
り
、

ど
ん
な
風
に
興
味
を
抱
か
れ
た

か
。」を『
週
刊
新
潮
』の「
尋
ね

人
掲
示
板
」に
寄
稿
さ
れ
て
（
平

成
17
年
６
月
９
日
号
）、
そ
の
情

報
を
世
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
反
響
が
な
か
っ
た

こ
と
に
、
瀬
在
先
生
が
少
々
落

胆
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

こ
と
は
承
って
お
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
13
年
後
の
こ
の
３

月
、「
会
館
落
成
番
組
」
を
制

作
す
る
過
程
で
、
長
野
朝
日
放

送
の
宮
嵜
芳
之
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か

ら
、
長
谷
川
邸
を
守
る
お
孫
様

の
存
在
を
知
ら
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
私
は
長
谷
川
邸
を
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
長
谷
川
徹
氏（
高
38

回
）で
す
。
驚
い
た
こ
と
は
、13

年
前
の
瀬
在
先
生
の『
週
刊
新

潮
』
を
保
存
さ
れ
て
お
ら
れ

「
め
っ
た
に
買
わ
な
い
週
刊
誌
で

し
た
が
、
東
京
の
Ｅ
電
の
中
で

読
ん
で
、
偶
然「
尋
ね
人
掲
示

板
」を
読
み
ま
し
た
。
名
乗
り

で
る
の
は
恐
れ
多
く
、
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
週
刊

誌
は
大
切
に
保
存
し
て
き
ま
し

た
」。偶
然
に
し
て
は
、
実
に
不

思
議
な
こ
と
で
、
先
生
の
尊
い
篤

き
恩
師
への
思
い
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

◆

　

会
員
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
、

ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
、
ま
た

同
窓
会
館
建
設
の
ご
支
援
に
重

ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

ま
た
北
澤
俊
美
氏（
８
回
）
は

「
度
々
構
想
さ
れ
な
が
ら
実
現

し
な
か
っ
た
事
業
が
成
し
遂
げ

ら
れ
心
躍
る
思
い
が
す
る
。」

と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

施
工
会
社
代
表
の
春
原
明

氏
、
長
坂
広
明
氏
、
及
び
高

額
寄
付
者
ら
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
、「
会
館
名
称
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
応
募
さ
れ
、
当
選
さ

れ
た
塩
谷
美
咲
さ
ん
・
橋
詰
い

ち
歩
さ
ん
（
共
に
２
年
生
）
に

は
特
別
賞
（
各
５
万
円
）
が

贈
呈
さ
れ
た
。

新
同
窓
会
館
で�

�
平
成
三
十
年
度
総
会
開
催
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赤
地
憲
一同
窓
会
長
様
を
は
じ
め

同
窓
生
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
よ
り
本

校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
４
月
よ
り
着
任
い
た
し

ま
し
た
校
長
の
髙
澤
邦
明
で
ご
ざ
い

ま
す
。
森
山
弘
之
前
校
長
の
後
を

引
き
継
ぎ
、
創
立
95
年
目
を
迎
え

る
伝
統
あ
る
屋
代
高
等
学
校
に
着

任
で
き
ま
し
た
こ
と
は
私
に
と
り
ま

し
て
大
き
な
喜
び
で
あ
る
と
と
も

に
、
そ
の
重
責
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

３
月
18
日
に
は
鳩
陵
会
館
の
落

成
式
典
が
無
事
終
了
し
「
魂
の
故

郷　

屋
代
」
が
よ
り
一
層
充
実
、

発
展
し
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

桜
が
満
開
の
４
月
５
日
に
入
学

式
が
行
わ
れ
、
中
学
生
80
名
、
高

校
生
２
８
０
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
１
ヶ
月
前
の
３

月
に
は
、
中
高
一
貫
生
の
１
期
生

を
送
り
出
し
ま
し
た
。
全
体
で
は

東
京
大
学
３
名
を
始
め
と
し
て
、

旧
帝
大
11
名
、
国
立
大
学
99
名
の

現
役
合
格
者
を
輩
出
い
た
し
ま
し

た
。一
貫
１
期
生
が
卒
業
し
た
今

年
度
は
６
年
間
の
教
育
の
総
括
・

検
証
を
し
、
次
の
学
年
へ
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
如
何
に
継
承
し
て
い
く
か
が

　

高
校
第
70
回
の
卒
業
式
は
、
平

成
30
年
３
月
３
日
日
に
行
わ
れ
、

２
７
２
名
の
若
鳩
が
母
校
を
後
に
、

大
空
へ
飛
び
立
っ
て
行
っ
た
。
平
成

24
年
度
入
学
の
中
高
一貫
生
が
初
め

て
卒
業
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
赤

地
会
長
は
、
旧
屋
代
中
第
１
回
卒

業
式
（
昭
和
３
年
）
で
の
小
山
保

雄
校
長
の
「
学
校
の
開
拓
者
と
し

て
校
風
の
樹
立
の
責
任
を
深
く
感

じ
て
、
諸
君
は
け
な
げ
に
も
よ
く

努
め
て
き
た
」
を
引
用
し
て
激
励

し
た
。
こ
れ
で
卒
業
生
の
総
数
は

２
４
、８
２
３
余
名
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
付
属
中
学
の
卒
業
式
は

３
月
19
日
（
月
）
に
挙
行
さ
れ
、

卒
業
生
77
名
は
全
員
屋
代
高
校
に

進
学
し
た
。

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
貫
生
に

限
ら
ず
選
抜
生
も
含
め
た
屋
代
高

校
全
体
の
進
学
実
績
の
向
上
に
繋

げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
度
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
関
連
事
業
に

お
い
て
も
様
々
な
大
会
、
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
上
げ
て

お
り
ま
す
。
長
野
県
学
生
科
学
賞

で
は
県
知
事
賞
「
イ
カ
ダ
モ
の
ミ
ジ

ン
コ
及
び
糖
に
よ
る
影
響
」を
始
め
、

県
議
会
議
長
賞
、優
良
賞
４
作
品

な
ど
全
10
部
門
の
う
ち
７
部
門
を

受
賞
致
し
ま
し
た
。ま
た
、男
女
ハン

ド
ボ
ー
ル
班
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ア
ベッ

ク
出
場
を
始
め
、
班
活
動
に
お
い
て

も
本
校
の
活
躍
が
著
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
校
是
で
あ
る
質
実
剛
健
・
文

武
両
道
の
伝
統
を
、生
徒
達
は
様
々

な
場
面
で
し
っ
か
り
継
承
し
て
く
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
本
校
が
積
み
上
げ
て

き
た
成
果
を
今
後
さ
ら
に
充
実
、

発
展
さ
せ
、
生
徒
の
思
考
力
、
判

断
力
、表
現
力
、創
造
力
の
向
上
に

よ
る
高
い
進
路
目
標
の
実
現
、
さ
ら

に
将
来
、
社
会
や
人
々
の
た
め
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
向
け
、
一

層
の
努
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、引
き
続
き
ご
理
解
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
屋
代
高
校
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

ご
挨
拶

学
校
長　

髙　

澤　

邦　

明

母 校 の 現 況・後 輩 の 活 躍

◆
文
学
班 

　
　

俳
句
甲
子
園
へ 

二
年
連
続
出
場

　

私
た
ち
文
学
班
は
、
６
月
10
日
に
群
馬
県
前
橋
市
で
開
か

れ
た
第
21
回
俳
句
甲
子
園
地
方
大
会
（
北
関
東
・
信
越
大

会
・
前
橋
第
一
会
場
）
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
出
場
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
顧
問
の
先
生
や
地
域
の
俳
句
の
先
達
の

方
々
に
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
全
員
で
俳
句
を
作
って
鑑
賞
し

た
り
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
練
習
を
し
た
り
し
た
お
か
げ
で
、
本
番
で
は

自
分
た
ち
の
俳
句
の
良
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
班

員
そ
れ
ぞ
れ
の
俳
句
に
関
し
て
高
い
評
価
を
得
ら
れ
た
の
で
と

て
も
嬉
し
い
優
勝
で
し
た
。
全
国
大
会
で
は
よ
り
質
の
高
い
勝

負
と
な
る
で
し
ょ
う
が
、
昨
年
の
成
績
（
一
勝
）
を
上
回
る
事

が
で
き
る
よ
う
、全
力
を
尽
く
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
班
長　

３
年
４
組　

小
森　

朱
里
）

◆
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
班 

　
　
　

今
年
も
全
国
大
会
（
大
阪
）
へ

　

私
た
ち
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
班
は
、
１
年
生
13
名
、
２
年

生
14
名
、
３
年
生
８
名
の
計
35
名
で
毎
日
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。
７
月
26
日
、
27
日
に
大
阪
府
で
行
わ
れ
る
全
国
高

等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し

ま
す
。
演
奏
す
る
「
舞
踊
風
組
曲
第
２
番
」
で
は
、
班
員
一

人
ひ
と
り
が
曲
と
向
き
合
い
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
支

え
て
く
だ
さ
る
顧
問
の
先
生
方
、
保
護
者
の
方
々
、
応
援
し

て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
気
持
ち
を
込
め
悔
い
の
残

ら
な
い
演
奏
を
し
て
き
ま
す
。

�

（
班
長　

３
年
３
組　

宮
尾　

夏
苗
）

◆
将
棋
で
松
本
泰
河
君（
３
年
１
組
）全
国
へ

　

５
月
12
・
13
日
に
松
本
市
で
行
わ
れ
た
県
大
会
に
お
い
て

松
本
泰
河
君
が
準
優
勝
。
全
国
大
会
（
８
月
９
・
10
日　

於

千
曲
市
）
に
出
場
を
決
め
た
。

◆
竹
鼻
友
希
君
（
３
年
１
組
）
は 

　
　
　
　
　
　
　

そ
ろ
ば
ん
で
全
国
へ

　

５
月
20
日
に
長
野
市
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
８
年
そ
ろ

ば
ん
競
技
大
会
」
で
、
竹
鼻
友
希
君
が
優
勝
。
全
国
大
会
に

駒
を
進
め
た
。

　

竹
鼻
君
は
通
算
８
度
目
の
優
勝
。

◆
全
国
総
合
文
化
祭
で 

　
　
　
　
　
　
　

新
聞
班
の
活
躍
期
待

　

８
月
７
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
「
２
０
１
８
信
州
総
文

祭
」
が
長
野
県
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
そ

の
運
営
を
行
う
生
徒
実
行
委
員
会
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

屋
代
高
校
か
ら
は
記
録
編
集
部
会
に
１
人
、
広
報
デ
ザ
イ
ン

部
会
は
私
を
含
め
て
３
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
部
会

は
街
頭
で
の
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
、
全
県
企
画
の

シ
ー
ド
ペ
ー
パ
ー
作
り
な
ど
幅
広
い
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
全
国
規
模
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
の
は

初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
本
番
ま
で
あ
と
わ
ず
か
、
総
文
祭
の
成
功

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
３
年
４
組　

廣
間　

菜
月
）

◆
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班

�

主
将　

米
澤　
僚
花

　
つ
い
に
３
連
覇
。
多
く
の
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
県
大
会
の
決
勝
（
東
海
大
学
附
属

諏
訪
高
等
学
校
と
の
試
合
。
30
対
12
で
勝

利
）
は
今
ま
で
の
公
式
戦
の
中
で一
番
楽
し

か
っ
た
で
す
。
し
か
し
県
大
会
優
勝
は
あ
く

ま
で
も
通
過
点
で
あ
り
、
私
達
の
目
標
は

『
全
国
で
勝
つ
こ
と
』
な
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
ま
で
の
１
カ
月
で
自
分
達
の
課
題
を
ク
リ

ア
し
、
よ
り
よ
い
チ
ー
ム
に
仕
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
今

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
で
き
る
幸
せ
な
環
境
に
感

謝
し
、
長
野
県
の
す
べ
て
の
高
校
と
、
そ
し

て
男
子
の
思
い
を
背
負
い
、
最
高
の
舞
台
で

自
分
達
ら
し
く
戦
って
き
ま
す
。

�

キ
ャ
リ
ア
主
任　

提
坂　
高
廣

　

新
課
程
入
試
移
行
３
年
目
の
昨
年
度
入
試
で

は
、
全
国
的
な
入
試
動
向
と
し
て
は
、
前
年
か

ら
引
き
続
き
文
高
理
低
の
傾
向
で
あ
り
、
そ
れ

に
伴
っ
て
私
大
の
受
験
生
が
増
加
し
た
。
本
校

の
入
試
結
果
は一貫
生
が
初
め
て
卒
業
す
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
大
き
な
注
目
を
集
め
た
が
、
本

校
の
志
望
動
向
は
、
教
育
系
、
理
工
系
への
志

願
集
中
に
加
え
、
文
系
の
人
気
回
復
か
ら
、
人

文
、
経
済
系
の
志
願
者
が
増
え
た
。
首
都
圏

私
大
へ
の
進
学
傾
向
も
微
増
し
て
い
る
が
、
私

大
は
合
格
者
数
を
絞
る
傾
向
に
あ
り
、
合
格
は

難
し
く
な
って
い
る
。
ま
た
、「
地
元
・
近
県
国

公
立
大
」
指
向
は
続
い
て
お
り
、
地
元
信
州
大

への
受
験
者
数
は
、
前
年
よ
り
は
か
な
り
減
っ
た

も
の
の
、最
多
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

進
学
実
績
は
、
現
役
生
で
は
東
北
５
、
東
京

３
、
名
古
屋
１
、
大
阪
２
の
難
関
大
合
格
に
加

え
、
信
州
大
26
（
医
学
科
１
）、
金
沢
９
、
富

山
８
と
県
内
４
位
の
国
公
立
大
合
格
者
数

１
２
７
名
を
数
え
た
。
私
大
に
関
し
て
も
国
際

基
督
教
や
東
京
理
科
な
ど
に
複
数
の
合
格
を
果

た
し
た
。
ま
た
、
既
卒
生
も
健
闘
し
、
信
州
、

富
山
、
群
馬
、
徳
島
の
医
学
科
、
北
海
道
、

九
州
な
ど
の
難
関
大
へ
合
格
し
て
い
る
。

　

屋
高
生
は「
文
武
両
道
」を
全
力
で
追
求
す

る
中
で
「
質
実
剛
健
」
の
精
神
を
身
に
つ
け
、

受
験
に
お
い
て
も
そ
の
集
大
成
と
し
て
進
路
実

現
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
今
後
も
さ
ら
に
多
く

の
生
徒
が
よ
り
高
い
目
標
へ
挑
戦
し
、
各
自
の

進
路
希
望
を
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

平
成
29
年
度
卒
業
式

平
成
30
年
度
入
学
式

　

平
成
30
年
度
の
入
学
式
は
、
４

月
５
日
（
木
）
に
挙
行
さ
れ
、
附

属
中
学
第
７
期
生
80
名
、
高
等
学

校
２
８
０
名
が
、
晴
れ
て
「
鳩
が

丘
」
の一員
と
な
っ
た
。

　

新
し
く
着
任
し
た
髙
澤
邦
明
校

長
は
、「
刻
々
と
変
化
す
る
時
代
に

対
応
す
る
学
び
の
深
さ
を
自
ら
追

求
す
る
姿
勢
を
持
て
」と
訓
示
し
た
。

　

赤
地
同
窓
会
長
は
ア
メ
リ
カ
の
教

育
学
者
Ｊ
・
Ｓ
・
ブ
ル
ー
ナ
ー
の
理

論
を
引
用
し
て
、
不
透
明
な
時
代

を
感
動
と
疑
問
を
持
ち
つつ
柔
軟
に

生
き
抜
い
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。
続

い
て
丸
山
皓
之
氏
（
高
58
回
・
東

京
芸
術
大
学
卒
）
に
よ
る
校
歌
の

独
唱
が
あ
り
、
校
歌
の一節
「
心
躍

る
」
学
校
生
活
への
期
待
が
こ
め
ら

れ
た
。

平成30年度　長野県高校総合体育大会結果
競技 成　　績 備　　考

ハンドボール
男子 ２位 北信越大会出場
女子 １位 インターハイ出場

陸上 男子 ８種競技　３位 坂本　敦士 北信越大会出場

柔道
男子 団体　３位 北信越大会出場
男子 66㎏級　５位 山岸　虹太 北信越大会出場

テニス
男子 団体　３位 北信越大会出場
女子 団体　４位 北信越大会出場

空手道

男子 団体組手　３位 北信越大会出場
男子 団体形　３位 北信越大会出場
男子 個人組手 北原　諒人 北信越大会出場
男子 個人形 山本　渓斗 北信越大会出場
男子 個人形 北原　諒人 北信越大会出場
男子 個人形 若林　知輝 北信越大会出場

山岳 男子 ２位 北信越大会出場
水泳 男子 個人メドレー　１位 中村　天優 北信越大会出場

平
成
29
年
度
卒
業
生
受
験
結
果　

国
公
立
合
格
１
２
７
名

　

東
大
３
、
東
北
５
、
名
古
屋
１
、
大
阪
２
、
医
学
部
医
学
科
１
、
信
州
26

女子ハンドボール班
３年連続インターハイへ�
� （23回目の出場）

２．国公立大学合格者数
国立大学 現役 既卒 合計

帯広畜産 1 1
北海道 1 1
弘前 1 1
東北 5 5
宮城教育 1 1
秋田 1 1 2
山形 1 1
福島 1 1
茨城 3 3
筑波 3 3
宇都宮 2 1 3
群馬 2 2
埼玉 7 1 8
千葉 2 2
お茶の水女子 1 1
電気通信 1 1
東京 3 3
東京学芸 6 6
東京農工 1 1
横浜国立 1 1
上越教育 2 2
新潟 6 6
富山 8 3 11
金沢 9 5 14
福井 1 1
山梨 2 2
信州 26 7 33
静岡 2 4 6
名古屋 1 1
愛知教育 1 1

国立大学 現役 既卒 合計
京都教育 1 1
大阪 2 2
神戸 1 1
広島 1 1
島根 1 1
徳島 1 1
九州 1 1
熊本 1 1
琉球 1 1
国立大　計 99 35 134

公立大学 現役 既卒 合計
青森公立 1 1
宮城 1 1
会津 1 1
高崎経済 7 7
埼玉県立 1 1
首都大東京 1 1 2
横浜市立 1 1
新潟県立 2 2
新潟県立看護 1 1
石川県立 2 2
都留文科 2 2
長野県立 6 6
公立諏訪東京理科 1 1
静岡県立 1 1
静岡文化芸術 1 1
愛知県立 1 1
高知県立 1 1
公立大　計 28 4 32

３．私立大学合格者数
私立大学 現役 既卒 合計

酪農学園 1 1
東北医薬 1 1
東北学院 1 1
東北福祉 1 1
日本赤十字秋田看護 1 1
東北芸術工科 2 1 3
流通経済 1 1
国際医療福祉大 3 3
自治医科 1 1
上武 1 1
高崎健康福祉 8 1 9
東京国際 1 1
獨協 1 1
日本薬科 1 1
文教 5 7 12
青山学院 1 1
学習院 1 1 2
北里 5 4 9
杏林 1 1
工学院 2 2
國學院 5 3 8
国際基督教 2 2
国士舘 4 1 5
駒澤 1 4 5
芝浦工業 4 7 11
昭和 1 1
昭和女子 1 1 2
昭和薬科 2 2 4
実践女子 3 3
順天堂 1 1
上智 1 1
成蹊 3 3
成城 2 3 5
専修 7 10 17
大正 1 1
玉川 3 1 4
大東文化 2 4 6
中央 6 4 10
津田塾 2 1 3
帝京 4 4

私立大学 現役 既卒 合計
帝京平成 1 1
東海 12 3 15
東京経済 1 1
東京家政 2 1 3
東京工科 4 2 6
東京女子 2 1 3
東京電機 1 2 3
東京農業 6 5 11
東京薬科 1 1
東京理科 9 6 15
東邦 1 4 5
東洋 9 16 25
日本 2 7 9
日本獣医生命 1 1
日本女子 1 1
法政 9 15 24
星薬科 1 1
武蔵野 2 2 4
武蔵野美術 2 1 3
明治 2 4 6
明治学院 1 3 4
明治薬科 3 3
明星 1 1 2
ヤマザキ動物看護 1 1
立教 4 1 5
早稲田 3 3 6
国際武道 1 1
淑徳 1 1
城西国際 2 2
聖徳 1 1
千葉工業 2 2
中央学院 1 1
東京情報 1 1
麻布大 1 1
神奈川 5 4 9
鎌倉女子 1 1
関東学院 1 1
相模女子 1 1
桐蔭横浜 1 1
新潟医療福祉 2 2
金沢医科 1 1

私立大学 現役 既卒 合計
金沢工業 7 11 18
健康科学 1 1
帝京科学 1 1
山梨学院 3 3
佐久 1 1
清泉女学院 1 1 2
長野保健医療 1 1
松本 3 1 4
松本歯科 1 1
岐阜聖徳学園 1 1
愛知学泉 1 1
愛知工業 3 3
大同 2 2
中京 4 4
豊田工業 1 1
名古屋女子 2 2
藤田保健衛生 1 1
名城 1 1
京都産業 2 1 3
京都女子 1 1 2
同志社 1 1 2
佛教 1 1
立命館 6 4 10
龍谷 3 3
近畿 1 2 3
関西学院 2 2
私立大　計 232 176 408

４．短期大学合格者数
短期大学 現役 既卒 合計

三重短 1 1
短大　計 0 1 1

５．専門学校・大学校等合格者数
専門学校�大学校等 現役 既卒 合計
長野赤十字看護 2 1 3
その他 3 3

専門学校等�計 5 1 6

＊計は現役・既卒とも
　他大合格を含む

１．平成29年度入試　合格者数
校種別統計 現　役 既　卒 合　計

国　立　大　　計 99 35 134
公　立　大　　計 28 4 32
国 公 立 大　　計 127 39 166
私　立　大　　計 232 176 408
短　　　大　　計 0 1 1
専門学校等　　計 5 1 6

2018年度入試結果　（現役・既卒生　延べ合格者数　大学別）（5.17現在）

文
化
系
班
等
も

�

全
国
大
会
へ



平成30年８月１日（3）　第 69 号 屋代高校同窓会報　「鳩」

「鳩の会」（教育関係基金）ご芳志御礼
氏　名 卒業回数 氏　名 卒業回数 氏　名 卒業回数 氏　名 卒業回数 氏　名 卒業回数 氏　名 卒業回数
宮坂博敏 中18-5 滝沢勝人 高７ 中村　勇 高18 鴇沢　学 高21 田澤　敏 高28 宮坂博昭 高34
市川昭男 中20 田中勇雄 高７ 伊藤博光 高19 柳澤正一 高21 三浦俊幸 高28 轟　道弘 高35
瀬在幸安 高１ 徳武正人 高７ 小河原洋章 高19 吉川正徳 高22 柳沢　孝 高28 宮澤康一 高37
宇野　忠 高２ 若林　忠 高９ 栗林秀夫 高19 伊藤和好 高25 新井勝一 高29 島谷茂樹 高42
近藤成敏 高２ 松澤修二 高10 高山吉富 高19 北島祥至 高25 新津知可子 高29 織　英子 高42
水澤雄也 高２ 石坂信也 高11 徳嵩芳夫 高19 徳永次男 高25 小林敏一 高29 山崎典久 高46
宮下　識 高３ 田野口紘二 高12 野池滋美 高19 南澤道友 高25 市川能人 高30 倉崎哲矢 高46
井本昌邦 高４ 松木孝一 高14 船木孝美 高19 安川幸廣 高25 三枝　是 高31 赤地陽子 高49
柳澤昭雄 高４ 小林和男 高15 渡辺一成 高19 柴田幸一 高26 牧村浩明 高32 丸山みちる 高50
野口泰軌 高５ 小林　武 高16 中村重一 高20 鴇澤秀夫 高26 宮澤典彦 高32 赤地佳代子 高51
宮本泰治 高５ 赤地憲一 高17 水澤恒男 高20 浅井　淳 高27 宮原明和 高32 赤地健太郎 高54
中村郷見 高６ 小林智秋 高17 南嶋俊三 高21 石原教一 高28 飯島由美 高33 児玉岳人 高54
細井隆輝 高６ 中山和実 高17 石川佳一 高21 小泉　裕 高28 高村仁子 高33
増田良吉 高６ 村松友春 高17 杉浦一弥 高21 塩入正章 高28 中澤勇一 高33

会
館
落
成
記
念
講
座

▼
第
三
回
「
戌
の
満
水
」

　

同
窓
会
館
完
成
の
教
養
講
座

と
し
て
、
４
月
７
日
（
土
）
10

時
よ
り
、「
戌
の
満
水
―
千
曲

市
・
松
代
地
区
を
中
心
に
―
」

が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
栗
林

秀
夫
氏
（
高
19
回
卒
。
同
窓
会

副
会
長
）。

　

寛
保
２
（
１
７
４
２
）
年
、

に
発
生
し
た
千
曲
川
大
洪
水

（
戌
の
満
水
）
は
、
そ
の
流
域

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
栗
林
氏
は
、
そ
の
被
害
の

具
体
的
状
況
を
語
り
な
が
ら
、

千
曲
市
・
松
代
地
区
に
残
る
傷

痕
や
慰
霊
碑
な
ど
を
紹
介
し

た
。
度
重
な
る
洪
水
の
猛
威
と

戦
っ
て
き
た
先
人
達
の
努
力
の

歴
史
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。

▼�

第
四
回
「
知
っ
て
得
す
る

遺
産
分
割
」

　

４
月
22
日
（
土
）
10
時
よ

り
、「
知
っ
て
得
す
る
後
見
、

遺
言
、遺
産
分
割
」が
開
催
さ
れ

た
。
講
師
は
柳
澤
修
嗣
氏
（
高

25
回
卒
。
同
窓
会
副
会
長
）。

「
成
年
後
見
人
制
度
」、「
任
意

後
見
制
度
」、「
遺
言
と
遺
産
分

割
」
と
い
う
現
代
必
須
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
財
産
管
理
、
相

続
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
し
て
遺
産
問

題
の
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
事
例

が
分
か
り
易
く
語
ら
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
自
分
の
抱

え
る
問
題
が
次
々
と
披
歴
さ

れ
、
柳
澤
氏
が
そ
れ
に
一
つ
一

つ
丁
寧
に
応
え
る
姿
は
、
ま
さ

に
教
養
講
座
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
だ
っ
た
。

�

（
徳
嵩
芳
夫
）

▼�

第
五
回
「
結
婚
相
談
の
現

状
と
課
題
」

　

５
月
20
日（
日
）真
新
し
い
鳩

陵
会
館
に
て
、
篠
高
同
窓
会
結

婚
相
談
員
代
表
の
島
田
範
子
さ

ん
を
お
迎
え
し
て
篠
高
で
の
長

年
の
結
婚
相
談
の
経
験
を
ご
講

演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
参
加

者
18
名
で
質
疑
応
答
、
意
見
交

換
が
熱
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

友
人
の
子
育
て
す
る
姿
を
見

て
、
30
代
後
半
に
な
っ
て
慌
て

る
方
が
多
い
。
結
婚
に
親
は
熱

心
で
あ
る
が
本
人
は
な
か
な
か

意
を
示
さ
な
い
。
女
性
の
申
込

み
が
少
な
く
、
結
婚
成
立
は
年

４
組
ほ
ど
。
大
変
だ
が
若
い
男

女
の
お
役
に
立
て
た
ら
と
頑

張
っ
て
い
る
と
の
お
話
で
し
た
。

　

近
年
の
結
婚
観
の
変
化
や
個

人
情
報
の
扱
い
等
々
多
く
の
課

題
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
結

婚
支
援
が
で
き
る
の
か
、
今
後

研
究
を
重
ね
た
い
。

�（
報
告　

副
会
長　

高
山
吉
富
）

母
校
の
教
育
活
動
支
援「
鳩
の
会
」に
１
０
１
万
円
！

御　
礼　
と　
今　
後　
の　
お　
願　
い

㈠�

鳩
の
会
は
平
成
３
年
に
設
立
さ
れ
、
母
校
の
教
育
活

動
な
ら
び
に
教
職
員
の
研
修
等
の
支
援
を
主
な
目
的

と
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
81
名
の
会
員
よ
り

１
０
１
万
円
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
（
別
表
）。

心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
主
な
母
校
支

援
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
教
育
活
動
】

　

屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
一
人
一
研
究
・
附
属

中
関
係
（
棚
田
体
験
学
習
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

研
修
引
率
助
成
・
平
和
学
習

【
教
員
研
修
助
成
】

　

大
学
入
試
研
究
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
キ
ル
研
修
、
等

㈡�

今
年
度
よ
り
、
広
く
会
員
皆
様
の
ご
賛
助
を
募
り
ま

す
。
母
校
支
援
の
た
め
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
方

は
、
下
記
口
座
ま
で
お
振
込
み
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

㈢�

お
振
込
み
用
紙
に
よ
る
場
合
は
、
同
窓
会
事
務
局
に

ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
送
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

☎（
０
２
６
）２
７
４�

－�

３
３
１
０

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
鳩
会
・

　
　
　同
期
会
・
支
部
総
会

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
同
期
会
予
定

・
８
月
11
日
（
土
）�
高
58
回

・
８
月
11
日
（
土
）�

高
48
回

・
９
月
15
日
（
土
）�

高
39
回

・
12
月
１
日
（
土
）�

高
19
回

・
10
月
６
日
（
土
）�

卒
寿
鳩
会

❖
第
19
回
生
第
38
回
同
期
会

幹
事　
渡
辺　
一
成

期
日
：�

平
成
30
年
６
月
20
日（
水
）

場
所
：�

上
山
田
温
泉�

梅
村
う
ぐ
い
す
亭

人
数
：
26
名

　

今
回
で
38
回

目
と
な
る
同
期

会
は
、午
前
中

に
川
中
島
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
終
え
た
者

も
合
流
し
て
、

計
二
十
六
名
で

午
後
六
時
半
に

開
始
さ
れ
た
。

幹
事
の
田
沢
明

徳
君
の
挨
拶
に
続
い
て
、同
窓
会

館
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
抜
群
の
結

束
力
を
み
せ
た
同
期
生
に
対
し
、

渡
辺
理
事
か
ら
感
謝
の
意
が
表
せ

ら
れ
た
。ま
た
、こ
こ
ま
で
38
回
の

同
期
会
の
開
催
に
毎
年
骨
を
折
っ

て
く
れ
た
杉
原
信
男
君
を
顕
彰
し

た
い
、と
い
う
動
議
が
出
て
、全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
後
、

栗
林
同
窓
会
副
会
長
か
ら
、「
12
月

１
日（
土
）に
、メ
ル
パ
ル
ク
長
野

に
て
、
高
19
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
鳩
会
の
開
催
を
企
画
し
て
い

る
。
な
る
べ
く
多
く
の
同
期
生
を

集
め
て
ほ
し
い
。
古
稀
を
み
ん
な

で
祝
お
う
」
と
の
呼
び
か
け
が

あ
っ
た
。
宴
は
９
：
00
を
一
区
切

り
と
し
て
解
散
。
宿
泊
す
る
者
達

は
場
を
移
し
て
…
。
小
雨
な
が
ら

気
持
の
よ
い
一
夜
だ
っ
た
。

�

（
報
告　

徳
嵩
芳
夫
）

支
部
総
会

❖「
霞
が
関
鳩
会
」
発
足

期
日
：�

平
成
30
年
２
月
24
日（
土
）

場
所
：�

千
代
田
区
丸
の
内

�

「
宮
崎
料
理
万
作
」

人
数
：
６
名

　

宮
本
真
司
氏
（
高
31
回
）
が
、

厚
生
労
働
省
の
医
薬
生
活
衛
生
局

長
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
中

央
官
庁
に
職
を
奉
じ
る
者
の
「
霞

が
関
鳩
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

国
会
開
会
中
の
お
忙
し
い
時
期
で

し
た
が
、
国
の
直
面
す
る
課
題
や

高
校
時
代
の
懐
旧
談
等
に
花
を
咲

か
せ
、
意
義
深
い
楽
し
い
ひ
と
時

と
過
ご
し
ま

し
た
。
事
務

局
か
ら
は
東

京
鳩
会
が
こ

の
日
の
夕

刻
、
四
谷
で

開
催
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、

赤
地
会
長
と

徳
永
事
務
局

長
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は

次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

　

宮
本
真
司
（
厚
生
労
働
省
医
薬

生
活
衛
生
局
長
・
高
31
回
）、白
旗

和
也
（
文
部
科
学
省
Ｏ
Ｂ
、
日
体

大
教
授
・
高
34
回
）、
日
詰
正
文

（
厚
生
労
働
省
専
門
官
・
高
36

回
）、
宮
澤
康
一
（
国
土
交
通
省

鉄
道
局
総
務
課
長
・
高
37
回
）。

な
お
、
小
林
洋
司
（
厚
生
労
働
省

大
臣
官
房
審
議
官
・
高
32
回
）、

豊
城
浩
行
（
文
化
庁
文
化
財
部
参

事
官
・
高
32
回
）、
宮
坂
祐
介
（
国

土
交
通
省
土
地
建
設
局
国
際
課

長
・
高
38
回
）
の
諸
氏
は
、
都
合

が
つ
か
ず
欠
席
で
し
た
。

❖
県
庁
鳩
会

幹
事
長　
高
田
真
由
美（
高
31
回
）

期
日
：�

平
成
30
年
２
月
16
日（
木
）

場
所
：
犀
北
館

人
数
：
46
名
（
含
来
賓
５
名
）

　

平
成
二
十
九
年
度
の
「
県
庁
鳩

会
」の
総
会
、懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
平
成
二
十
九

年
度
の
事
業
報
告
、
三
十
年
度
の

役
員
を
決
定
し
ま
し
た
。
新
支
部

長
に
は
若
狭
利
行
氏（
高
31
回
）を

選
出
。
そ
の
後
の�

懇
親
会
で
は
、

同
窓
会
か
ら
は
赤
地
会
長
、
栗
林

副
会
長
、
徳
永
事
務
局
長
、
学
校

か
ら
は
近
藤
教
頭
先
生
そ
し
て
、

高
橋
宏
県
議

会
議
員
を
お

迎
え
し
、
盛

会
に
開
催
し

ま
し
た
。
学

年
や
部
署
を

越
え
た
交
流

を
図
り
、
思

い
出
に
現
況

に
と
話
に
花

が
咲
き
ま
し

た
。
更
に
、

元
応
援
団
長

近
藤
浩
氏

（
高
41
回
）
の
リ
ー
ド
で
校
歌
を

斉
唱
し
、
団
結
を
一
層
深
め
ま
し

た
。
同
窓
会
に
対
し
て
は
、
創
立

百
周
年
に
向
け
た
寄
付
を
行
い
ま

し
た
。

�

（
報
告　

岡
田
哲
雄
・
高
42
回
）

❖
八
幡
支
部

支
部
長　
酒
井
貞
之
（
高
４
回
）

期
日
：�

平
成
30
年
５
月
19
日（
土
）

場
所
：
八
幡
公
民
館

人
数
：
７
名

　

来
賓
と
し
て
赤
地
会
長
を
お
迎

え
し
て
、
新
し
く
で
き
た
同
窓
会

館
の
こ
と
、
進
学
状
況
な
ど
の
話
を

し
て
い
た
だ
き
、
志
部
長
か
ら
は
支

部
の
現
状
、
会
計
報
告
が
あ
っ
た

後
、
こ
れ
か
ら
の
運
営
方
法
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
を
持
っ
た
。
引
き
続

き
支
部
活
動
を
活
発
に
す
る
よ
う

に
提
案
が
あ
り
、
役
員
改
選
は
次

回
に
持
ち
越
し
と
な
っ
た
。
次
回
は

多
く
の
会
員
が
集
ま
る
こ
と
を
期

待
し
、
懇
親
を
深
め
た
。

（
報
告　

柳
原
康
廣
（
高
17
回
））

❖
川
柳
支
部

支
部
長　
小
林　
武（
高
16
回
）

期
日
：
平
成
30
年
６
月
17
日（
日
）

場
所
：
サ
ト
ウ
会
館

人
数
：
13
名

　

本
会
よ
り

高
山
吉
富
副

会
長
、
来
賓

と
し
て
望
月

義
寿
市
議
を

お
迎
え
し
て

支
部
総
会
を

開
催
。
高
山

副
会
長
よ
り

鳩
陵
会
館
竣

工
の
報
告
及

び
寄
附
者
名
簿
の
説
明
、
在
校
生

の
文
武
両
道
に
活
躍
し
て
い
る
報
告

等
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
事
業

報
告
・
計
画
案
、
会
計
決
算
・
予

算
案
の
承
認
。
本
年
は
役
員
改
選

の
年
で
し
た
が
、
三
役
留
任
と
な

り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
魂
の
故
郷
を
偲

び
、
世
代
を
越
え
て
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
校
歌
を
高
ら
か
に
斉
唱

し
、
万
歳
三
唱
で
再
会
を
約
し
て

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

❖
塩
崎
支
部

支
部
長　
宮
下
忠
之
（
高
13
回
）

期
日
：
平
成
30
年
６
月
16
日（
土
）

場
所
：
サ
ト
ウ
会
館
「
藤
佳
苑
」

人
数
：
16
名

　

総
会
に
先
立
ち
、「
鳩
陵
会
館
」

の
見
学
を
実
施
し
、
徳
永
事
務
局

長
に
、
館
内
を
ご
案
内
、
ご
説
明

い
た
だ
き
、
念
願
の
会
館
の
完
成

に
感
慨
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
支
部
長
挨
拶
、
来
賓

と
し
て
お
迎
え
し
た
本
会
の
赤
地

会
長
ご
挨
拶
と
会
館
事
業
・
学
生

の
状
況
等
詳
細
に
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
議
事
は
恒
例
の
事
業
・

会
計
報
告
、

事
業
計
画
を

承
認
し
、
本

年
度
は
役
員

改
選
が
行
な

わ
れ
、
宮
下

忠
之
支
部
長

が
退
任
し
、

新
た
に
清
水

信
孟
支
部

長
、
山
岸
敏

明
副
支
部
長

（
兼
事
務
局

長
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
記
念
写

真
撮
影
後
、
懇
親
会
に
入
り
、
出

席
者
の
ス
ピ
ー
チ
、
活
発
な
意
見
交

換
等
で
楽
し
く
過
ご
し
、
最
後
に

校
歌
斉
唱
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

❖
同
窓
会�

�

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
❖

第
63
回
屋
代
高
校
同
窓
会

�

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（
５
月
10
日
）

　

於　

南
長
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

［
優　

勝
］　

久
保
嘉
男

［
準
優
勝
］　

竹
内
健
二

［
三　

位
］　

小
林　

武

ゆうちょ銀行 口座番号 00570－0－44020 加入者名「鳩の会」

第
33
回
鳩
十
六
会
コ
ン
ペ

期
日
：
平
成
30
年
６
月
８
日（
金
）

場
所
：

�

ウ
ィ
ー
ゴ
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

参
加
者
：
８
名（
高
16
回
）

［
優　

勝
］　

寺
澤
欣
哉

［
準
優
勝
］　

加
藤
芳
孝

［
三　

位
］　

町
田
和
夫

※�

諸
事
情
に
よ
り
、
次
回
は
第

64
回
同
窓
会
コ
ン
ペ
（
平
成

30
年
９
月
19
日（
水
）、
長
野

南
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）
に
入
れ

て
い
た
だ
き
、
合
同（
Ｗ
）コ

ン
ペ
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
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✿
長
谷
川
五
作
先
生�

�

遺
品
寄
贈
さ
る
✿

　

長
野
市
松
代
町
代
官
町
在
住

の
長
谷
川
徹
氏
（
高
38
回
。
長

谷
川
五
作
先
生
の
孫
）
よ
り
、

先
生
の
遺
品
の一部
が
同
窓
会
に

寄
贈
さ
れ
た
。
徹
氏
は
「
屋
敷

や
遺
品
の
管
理
は
大
変
な
こ
と
。

遺
品
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い

る
方
々
に
保
管
し
て
も
ら
い
、
母

校
の
後
輩
た
ち
の
学
び
の一
助
と

な
れ
ば
、
と
思
い
寄
贈
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」
と
語
って
お
ら
れ

た
。
同
窓
会
と
し
て
は
第
一会
議

室
の一隅
に
展
示
場
所
を
設
け
公

開
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

✿
矢
羽
勝
幸
氏（
高
16
回
）�

�

信
毎
賞
受
賞
✿

　

矢
羽
勝
幸
氏
（
二
松
学
舎
大

学
文
学
部
客
員
教
授
・
高
16

回
）
は
、
こ
の
度
多
年
に
亘
る

近
世
俳
諧
研
究（
一
茶
研
究
）の

業
績
に
よ
り
、
第
25
回
の
信
毎

賞
を
受
賞
し
た
。上
田
市
在
住
。

　

高
校
時
代
は
福
沢
武
一
先
生

（
国
語
、
母
校
在
職
昭
和
33
年

～
38
年
）
の
授
業
に
魅
了
さ
れ

国
文
学
を
志
し
、
書
店
で
見
つ

け
た
小
林
計
一
郎
（
１
９
１
９

年
～
２
０
０
９
年
）
の
一
茶
に

関
す
る
本
に
出
会
い
一
茶
研
究

に
入
る
。『
一
茶
全
集
』（
昭
和

55
年
）、『
一
茶
の
総
合
研
究
』

（
昭
和
62
年
）、『
一
茶
大
事
典
』

（
平
成
５
年
）
の
刊
行
な
ど
で

実
績
が
評
価
さ
れ
、
一
茶
研
究

の
第
一
人
者
と
さ
れ
、『
一
茶

全
集
』
で
は
、
芭
蕉
祭
文
部
大

臣
賞
と
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受

賞
さ
れ
た
。

時
計
の�

�
ご
寄
贈

瀬
在
幸
安
博
士
か
ら

�

ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
ク

　

名
誉
会
員
の
瀬
在
幸
安
氏

（
高
１
回
）
か
ら
、
同
窓
会
館
の

完
成
を
記
念
し
て
ド
イ
ツ
製
の

大
時
計
が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の

大
時
計
は
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ォ
レ
ス
ト

（
黒
い
森
）の
呼
び
名
で
有
名
な
、

南
ド
イ
ツ
の
森
か
ら
得
ら
れ
た
良

質
な
木
材
と
、
古
く
か
ら
の
ド

イ
ツ
ク
ロ
ッ
ク
の
伝
統
技
術
を
受

け
継
い
だ
手
作
り
の
名
品
。
鳩

陵
ホ
ー
ル
の
入
り
口
に
置
か
れ
て

い
る
。

屋
代
支
部
か
ら

　

屋
代
支
部

か
ら
は
壁
掛

け
式
の
丸
い

大
時
計
が
寄

贈
さ
れ
た
。

鳩
陵
ホ
ー
ル

入
り
口
の
中

側
に
掛
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

✿
事
務
局
移
転
の�

�

掘
り
出
し
物
✿

　

同
窓
会
館
が
完
成
し
て
、
こ

れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
事
務
局

を
明
け
渡
す
に
あ
た
り
、
昔
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
様
々
な

も
の
を
整
理
し
た
。
幕
末
の
水

戸
藩
の
学
者
藤
田
東
湖
の
書

（
拓
本
）、
初
代
校
長
小
山
保
雄

先
生
が
裏
書
き
を
し
た
佐
久
間

象
山
の
肖
像
画
（
高
３
回
寄

贈
）、
文
学
博
士
飯
島
忠
夫
氏

の
書
、
王
羲
之
の
書
（
拓
本
）

な
ど
も
あ
っ
た
。
捨
て
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
そ
ん
な
中
に

佐
竹
盛
富
先
生
の
手
に
な
る
校

歌
の
真
筆
の
軸
が
あ
っ
た
。
生

徒
手
帳
に
あ
る
歌
詞
と
表
記
が

違
う
。「
心
お
ど
る
」
が
「
心

躍
る
」
と
な
っ
て
い
る
し
、

「
魂
の
故
郷
や
し
ろ
」
は
漢
字

で
「
屋
代
」
と
な
っ
て
い
る
。

書
家
川
村
龍
洲
氏
（
高
18
回
）

は
書
家
と
し
て
「
心
躍
る
」
の

方
が
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
、
と
の

こ
と
で
漢
字
で
書
い
て
く
だ

さ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
正
し

か
っ
た
の
だ
。
会
館
玄
関
に
飾

ら
れ
て
い
る
。
物
と
心
と
―
母

校
に
何
を
残
し
、
何
を
継
承
し

て
い
く
か
―
大
切
な
視
点
だ
。

東
湖
の
書
、
象
山
の
肖
像
画
、

そ
し
て
校
歌
の
真
筆
な
ど
も

し
っ
か
り
事
務
局
で
保
管
し
て

い
る
。

新
刊
・
既
刊
の
紹
介

徳
武　
正
人　
著
（
高
７
回
）

『
繊
維
の
歴
史
と
よ
も
や
ま
話
』

�

（
ブ
ッ
ク
コ
ム
）

　

現
職
の
頃
、
主
に
繊
維
関
係

の
立
案
や
施
行
に
携
わ
っ
た
著
者

が
、
そ
の
経
験
を
通
し
て
得
た

知
識
を
著
し
た
本
。

　

人
類
が
昔
か
ら
ま
と
って
き
た

繊
維
の
長
い
歴
史
と
併
せ
て
、

繊
維
に
関
わ
る
興
味
深
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ま
と
め
た
一
冊
で
す
。

今
は
懐
か
し
い
養
蚕
に
ま
つ
わ
る

話
も
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

叙
勲
受
章
者

　

平
成
30
年
春
の
叙
勲
の
栄
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旭
日
小
綬
章

倉
田
竜
彦
氏（
高
15
回
）長
野
市

栗
林
正
清
氏（
高
18
回
）長
野
市

瑞
宝
小
綬
章

窪
田
芳
夫
氏（
高
16
回
）長
野
市

小
林　

修
氏（
高
16
回
）千
葉
県

瑞
宝
双
光
章

吉
川
弘
義
氏（
高
15
回
）千
曲
市

瑞
宝
単
光
章

湯
浅
幸
美
氏（
高
17
回
）千
曲
市

　

武
士
道
を
持
ち
出
す
ま
で
も

な
く
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
、
日

本
人
は
「
卑
怯
」
を
強
く
憎
む

精
神
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
よ

う
に
思
う
▼
昨
今
の
政
界
や
ス

ポ
ー
ツ
界
を
見
て
い
る
と
、
そ

の
精
神
は
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら

れ
た
ら
し
い
。
文
書
改
竄
問
題

や
某
大
学
ア
メ
フ
ト
部
の
問
題

な
ど
は
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

こ
ち
ら
が
恥
ず
か
し
く
な
る
▼

「
嘘
を
つ
か
な
い
」「
卑
怯
な
行

為
は
絶
対
に
し
な
い
」
―
こ
れ

は
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
に

お
い
て
も
教
育
の
基
本
の
姿
勢

だ
ろ
う
。
陰
湿
な
《
い
じ
め
》

の
背
景
に
は
、
社
会
全
体
の

「
卑
怯
」
を
戒
め
る
精
神
の
劣

化
、
教
育
力
の
弱
体
化
が
考
え

ら
れ
る
▼
屋
代
高
校
も
附
属
中

学
も
「
卑
怯
」
と
は
ず
っ
と
無

縁
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
で

あ
る
時
、母
校
は
真
に《
魂
の
故

郷
》た
り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
。

編
集
委
員�

徳
嵩　

芳
夫
（
高
19
）

�

吉
川　

正
徳
（
高
22
）

�

宮
原　

一
治
（
高
25
）

�

中
津
佳
津
恵
（
高
47
）

◇
鳩
の
目
◇

平成29年度末　人事異動（敬称略）� H30.3.14現在
転　出（異動）・退　職　者

教科 職名 氏　　名 転出先等 備考
数学 校長 森山　弘之 定年退職 在２年

国語 教諭 石原　英樹 松本旭町中
教頭 在４年

国語 教諭 宇都宮　仁 野沢南
教頭（定） 在７年

国語 教諭 尾﨑　修二 松本深志 在６年
地公 教諭Ｆ 寺田　公一 再任退職 在８年
数学 教諭 垣内　孝康 伊那東部中学校 在３年
数学 教諭 北原　　司 諏訪清陵 在７年
数学 常講 木全　あや 戸倉上山田中学校 育休補充
数学 教諭 谷口　徹博 長野 在６年
理科 教諭Ｆ 小田切　亨 上田（再Ｆ） 在13年

理科 教諭 西澤　秀夫 須坂創成
（再Ｆ） 在５年

英語 教諭 池田実千代 真田中学校 在４年
英語 教諭Ｆ 前嶋　　功 上田東（再Ｓ） 在９年
英語 教諭 丸山　拓磨 綿内小学校 在５年

転　入（異動）者
教科 職名 氏　名 前任校等 備考
理科 校長 髙澤　邦明 野沢北
国語 教諭 石井　和馬 辰野中学校 （附属中）
国語 教諭 白鳥　美香 長野
国語 教諭 水上　　諒 茅野
地公 教諭 中村浩一郎 須坂
数学 教諭 児玉　太平 日義中学校 （附属中）
数学 教諭 佐藤　　勉 長野

数学 常講 宮原　理沙 東中学校 山村8/4復帰
まで（附属中）

数学 教諭 丸山　博史 茅野
理科 教諭 柳沢　克央 篠ノ井
理科 教諭 宮原喜美男 上田
英語 教諭 小野まど佳 赤穂中学校 （附属中）
英語 教諭 堀　　　裕 市立長野
英語 教諭 春日　秀紀 更埴西中学校 （附属中）

宮
坂　

博
敏
氏

（
初
代
千
曲
市
長
、中
学
第
18
回
）

３
月
４
日
、
90
歳
。
昭
和
23
年

長
野
県
庁
に
入
り
、
昭
和
61
年

県
土
木
技
監
か
ら
更
埴
市
の
助

役
に
就
任
。
平
成
元
年
、
更
埴

市
長
選
に
初
当
選
以
来
、
４
期

14
年
に
わ
た
り
市
長
を
務
め

た
。
平
成
15
年
の
合
併
に
伴
う

千
曲
市
長
選
で
は
初
代
千
曲
市

長
に
（
１
期
４
年
間
）。

杵
淵
正
男
先
生

 

（
高
４
回
）（
国
語
科
）

平
成
29
年
３
月
31
日
。
84
歳
。

昭
和
47
年
～
昭
和
58
年
ま
で
在

職
。
進
路
指
導
主
事
や
野
球
部

長
を
歴
任
。
の
ち
県
高
野
連
理

事
長
を
務
め
た
。

山
﨑
暢
正
先
生
（
社
会
科
）

２
月
５
日
。
74
歳
。
昭
和
56
年

～
平
成
３
年
ま
で
在
職

原
田
信
一
先
生
（
国
語
科
）

５
月
14
日
。
70
歳
。
昭
和
51
年

～
昭
和
55
年
ま
で
在
職
。

改
め
て
歴
史
の
面
白
さ
を
味
わ

え
る
大
作
で
、
一冊
目
は
四
四
〇

ペ
ー
ジ
、
続
編
も
あ
り
ま
す
。

�

（
副
会
長　

栗
林
秀
夫
）

中
澤　
栄
次　
著　
（
第
18
回
）

『
こ
と
わ
ざ
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
』

�

他
２
冊

　

日
本
語
の
こ
と
わ
ざ
や
格
言

に
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
で
同
様
の

本
を
添
え
た
本
を
自
費
出
版
。

「
表
現
を
読
み
比
べ
、
先
人
た
ち

が
短
い
言
葉
に
込
め
た
深
い
意
味

を
か
み
し
め
て
ほ
し
い
」
と
中
澤

氏
。
36
年
か
け
て
出
来
上
が
っ

た
労
作
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

更
に
９
ヶ
国
の
言
語
に
集
約

し
た
『
こ
と
わ
ざ
ワ
ー
ル
ド
』

も
出
版
。
現
職
の
高
校
生
・
中

学
生
に
も
ぜ
ひ
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、３
冊
を
同
窓
会
に
寄
贈
。

問
い
合
わ
せ
は
、
中
澤
氏
へ

（
☎
０
２
６
－
２
７
８
－
８
３
４
８
）

�

（
副
会
長　

栗
林
秀
夫
）

村
山　
英
治　
著
（
中
３
回
）

『
大
草
原
の
夢
…
近
代
信
濃
の

物
語
』（
昭
和
61
年
、新
宿
書
房
）

村
山　
新
治　
著

『
上
野
発
５
時
35
分
』（
平
成
30
年
同
）

　

村
山
英
治
氏
は
旧
屋
代
町
生

ま
れ
で
、
長
野
師
範
学
校
卒

業
、
昭
和
12
年
芸
術
映
画
社
に

入
り
、
昭
和
30
年
桜
映
画
社
を

設
立
。
児
童
劇
映
画
『
お
姉
さ

ん
と
一
緒
』
が
ベ
ネ
チ
ア
国
際

映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

（
昭
和
32
年
）。
昭
和
54
年
紫
綬

褒
章
受
章
。『
大
草
原
の
夢
…

近
代
信
濃
の
物
語
』
は
、
幕
末

か
ら
太
平
洋
戦
争
終
戦
ま
で
の

近
代
信
濃
の
民
衆
の
記
録
と
、

自
ら
の
個
人
史
を
重
ね
合
わ

せ
、
雄
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
く

長
編
歴
史
小
説
。

　
『
上
野
発
５
時
35
分
』
は
、

英
治
氏
の
弟
・
村
山
新
治
氏
の

作
。
副
題
と
し
て
「
私
が
関

わ
っ
た
映
画
、
そ
の
時
代
」
の

と
お
り
、
戦
後
の
混
乱
期
『
ひ

め
ゆ
り
の
塔
』、『
大
地
の
侍
』、

『
警
視
庁
物
語
―
上
野
発
５
時

35
分
』
な
ど
多
く
の
映
画
で
助

監
督
を
つ
と
め
た
映
画
製
作
の

自
叙
伝
。（
い
ず
れ
も
英
治
氏

の
甥
村
山
義
博
氏
（
高
21
回
）

よ
り
ご
寄
贈
）

宮
下　

卓
二（
中
７
）�

平
成
30
年
２
月
24
日

中
村
和
三
郎（
中
15
）�

平
成
29
年
11
月
11
日

半
田
彌
太
郎（
中
16
）�

平
成
30
年
１
月
11
日

塚
田　

育
丈（
中
17
）�

平
成
29
年
11
月
３
日

坂
口　

昭
雄（
中
17
）�

平
成
30
年
２
月
３
日

小
林　
　

廣（
中
18
－
４
）�

平
成
29
年
12
月
７
日

小
林　

重
之（
中
18
－
４
）�

平
成
30
年
５
月
29
日

奥
村　

敏
栄（
中
20
）�

平
成
29
年
10
月
14
日

峯
村　

奘
名（
高
１
）�

平
成
30
年
２
月
18
日

山
崎　

孝
義（
高
２
）�

平
成
29
年
12
月
18
日

田
中　

慎
一（
高
８
）�

平
成
30
年
４
月
22
日

小
林　

延
幸（
高
５
）�

平
成
28
年
７
月
11
日

中
村　

忠
勝（
高
６
）�

平
成
30
年
２
月
16
日

滝
沢　

康
二（
高
６
）�

平
成
29
年
３
月
29
日

田
辺　

皓
一（
高
６
）�

平
成
30
年
３
月
31
日

近
藤　

浩
一（
高
７
）�

平
成
30
年
２
月
15
日

坂
口　

敏
夫（
高
８
）�

平
成
29
年
10
月
５
日

角
田　

孝
夫（
高
８
）�

平
成
29
年
９
月
29
日

小
崎　

國
光（
高
10
）�

平
成
28
年
８
月
15
日

浦
澤　

規
裕（
高
10
）�

平
成
28
年
10
月
31
日

宮
下　

俊
男（
高
10
）�

平
成
30
年
５
月
10
日

内
田　

龍
徳（
高
11
）�

平
成
29
年
12
月
16
日

上
原　

敏
昭（
高
13
）�

平
成
29
年
２
月
24
日

小
林　

洋
光（
高
15
）�

平
成
30
年
２
月
21
日

渡
辺　

一
夫（
高
16
）�

平
成
30
年
２
月
７
日

窪
田　
　

健（
高
18
）�

平
成
30
年
１
月
８
日

寺
島　

哲
也（
高
20
）�

平
成
28
年
６
月
26
日

湯
本　

民
夫（
高
20
）�

平
成
29
年
10
月
４
日

伊
藤　

正
夫（
高
25
）�

平
成
24
年
11
月　
　

市
川　

智
治（
高
26
）�

平
成
30
年
１
月
27
日

酒
井　

吉
弘（
高
26
）�

平
成
30
年
３
月
26
日

廣
田
由
佳
里（
高
33
）�

平
成
29
年
４
月
19
日

（
ご
遺
族
・
同
期
生
・
支
部
の
方
々
か
ら
の
ご
連
絡
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。）

▼
事
務
局
通
信�

　

同
窓
会
館
が
完
成
し
て
以
来
、

様
々
な
方
々
が
母
校
を
訪
ね
て
来
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
懐
か
し

さ
と
、
会
館
を
見
学
し
た
い
、
と
い

う
こ
と
の
様
で
す
。
６
月
16
日（
土
）

に
は
塩
崎
支
部
の
方
々
が
支
部
総
会

の
前
に
同
窓
会
館
を
見
学
し
、
そ
れ

か
ら
総
会
へ
と
移
っ
て
行
か
れ
ま
し

た
。
高
校
７
回
の
方
々
も
同
期
会
を

計
画
な
さ
り
、
お
見
え
に
な
ら
れ
た

と
の
こ
と
。（
開
館
前
の
時
間
帯
だ
っ

た
為
、
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
し
か
ら
ず
）
ま
た
、

数
名
の
グ
ル
ー
プ
や
、
個
人
で
訪
ね

て
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
同
窓
会
館
の
開
館
時
間
は
、
月

曜
日
～
金
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か

ら
５
時
30
分
ま
で
で
す
。

第
15
回
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム�

�
の
ご
案
内

・
期
日　

�

平
成
30
年
９
月
29
日（
土
）

・
時
間　

�

午
後
１
時
～
４
時
30
分

・
場
所　

�

更
埴
文
化
会
館

�

「
あ
ん
ず
ホ
ー
ル
」

・
内
容　

�「
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
に
よ
る
音
楽

と
講
演
会

訃
報
（
敬
称
略
）　　

平
成
30
年
６
月
12
日
現
在�

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。


